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【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　固定ローラと変位ローラのニップ部にシート材を挟持させて搬送するシート材搬送ロー
ラ対と、
　前記変位ローラの軸方向の少なくとも片側端部に、前記変位ローラの変位量測定用の変
位部材を備えた変位部材付き軸受けと、
　前記変位部材に非接触にて対向配置され、前記固定ローラを保持する固定ローラ保持部
材に変位センサホルダーを介して固定される変位センサと、
　を有し、前記シート材搬送ローラ対で挟持搬送されるシート材の厚さを前記変位部材付
き軸受けの変位量として前記変位センサで非接触により検知して識別することを特徴とす
るシート厚識別装置。
【請求項２】
　前記変位部材と前記変位センサは、前記変位部材付き軸受けに対して前記変位部材と前
記変位センサとの初期位置を調整可能に取り付けられることを特徴とする請求項１に記載
のシート厚識別装置。
【請求項３】
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　固定ローラと変位ローラのニップ部にシート材を挟持させて搬送するシート材搬送ロー
ラ対と、
　前記変位ローラの軸方向の少なくとも片側端部に、前記変位ローラの変位方向と平行に
配置され表裏方向に着磁された磁石が取り付けられた磁石付き変位部材を有する変位部材
付き軸受けと、
　前記磁石付き変位部材と所定のギャップを隔てて前記磁石の表面に平行な対向面上で前
記変位方向に並べられた対をなす２つのホール素子と、
　前記固定ローラを保持する固定ローラ保持部材に固定された、前記ホール素子を保持す
るホール素子ホルダーと、
　を有し、前記シート材搬送ローラ対に搬送されるシート材の厚みに応じて前記変位部材
付き軸受けと共に変位する前記磁石の変位方向の両端部における磁束密度が前記２つのホ
ール素子の各ホール素子において相対的に変化する際の前記２つのホール素子の信号差を
基に前記変位部材付き軸受けの変位量を検知することでシート材の厚さを識別することを
特徴とするシート厚識別装置。
【請求項４】
　前記磁石の形状及びサイズは、１辺の長さ≦５ｍｍの角型で厚さ２ｍｍ以下、前記対を
なす２つのホール素子の形状及びサイズは、１辺の長さ≦５ｍｍの角型で厚さ≦１ｍｍの
パッケージに収められたホールＩＣであることを特徴とする請求項３に記載のシート厚識
別装置。
【請求項５】
　前記変位部材付き軸受けは、該変位部材付き軸受けの変位方向と平行な変位方向に対し
て磁石取り付け位置を可変に固定可能とされ、
　前記ホール素子ホルダーは、前記磁石との対向方向に対して可変に固定可能とされ、
　初期設定位置として前記対をなすホール素子の中間位置と前記磁石の中心である磁石中
心を略一致させ、前記磁石の変位方向両端位置と、前記対をなす２つのホール素子のホー
ル素子間距離に応じて予め求められた変位量分解能が最も高くなる対向距離を得るように
位置調整しながら固定することを特徴とする請求項３又は４に記載のシート厚識別装置。
【請求項６】
　互いに直交する前記変位方向と前記対向方向の２軸方向に直交する第３の軸方向から挿
入して前記変位方向及び前記対向方向の位置調整を可能とする前記２軸方向に所定厚さを
有する２軸方向スペーサを用い、前記変位方向に対する対をなすホール素子の中間位置と
前記磁石中心の位置合わせと、前記対向方向に対する前記磁石と前記ホール素子の対向位
置の位置決めを行うことを特徴とする請求項５に記載のシート厚識別装置。
【請求項７】
　前記変位部材付き軸受けと前記磁石付き変位部材を共に導電材で構成し、前記変位部材
付き軸受けと前記磁石付き変位部材をＧＮＤに接地することを特徴とする請求項３～６の
いずれかの項に記載のシート厚識別装置。
【請求項８】
　前記変位ローラによる前記磁石付き変位部材の回転を規制する回転規制部材を有するこ
とを特徴とする請求項３～７のいずれかの項に記載のシート厚識別装置。
【請求項９】
　少なくとも前記シート材搬送ローラ対の最大直径部のローラ１周分以上のシート材搬送
時間における前記対をなす２つのホール素子の各々の検知信号の積算値又は平均値を演算
し、
　前記対をなすホール素子の一方のホール素子をＨ１、他方のホール素子をＨ２とし、前
記シート材搬送ローラ対へのシート材進入前のホール素子Ｈ１の前記積算値又は平均値の
演算結果をＨ１ｂ、ホール素子Ｈ２の前記積算値又は平均値の演算結果をＨ２ｂ、シート
材挟持搬送中のホール素子Ｈ１の前記積算値又は平均値の演算結果をＨ１ａ、ホール素子
Ｈ２の前記積算値又は平均値の演算結果をＨ２ａとして算出し、下記計算式、
｛（Ｈ１ａ－Ｈ２ａ）－（Ｈ１ｂ－Ｈ２ｂ）｝／（Ｈ１ａ＋Ｈ２ａ）
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を演算し、演算した結果の絶対値をシート厚識別信号として用いることを特徴とする請求
項３～８のいずれかの項に記載のシート厚識別装置。
【請求項１０】
　少なくとも前記変位部材付き軸受け、前記磁石付き変位部材、前記ホール素子ホルダー
は、非磁性材質で構成されていることを特徴とする請求項３～８のいずれかの項に記載の
シート厚識別装置。
【請求項１１】
　固定ローラと変位ローラのニップ部にシート材を挟持させて搬送するシート材搬送ロー
ラ対と、
　導電材のＬ字型変位部材と、
　前記Ｌ字型変位部材を、前記変位ローラの軸方向の少なくとも片側端部に前記Ｌ字型変
位部材の底面が前記変位ローラの変位方向と直交する向きに取り付け可能な軸受けと、
　前記Ｌ字型変位部材と所定のギャップを隔てて平行な対向面を備えた変位センサホルダ
ーを介して前記固定ローラを保持する固定ローラ保持部材に固定される変位センサと、
　を有し、前記変位センサは、平板コイルと発振回路内蔵ＩＣからなる平板状電磁変位セ
ンサであり、シート材の厚みに応じて前記軸受けと共に変位する前記Ｌ字型変位部材に前
記平板コイルから発振される電磁波によって電流を誘起し、変位距離に応じて変化する誘
導電流強度に依存して変化する発振周波数変化を基にシート材の厚さを識別することを特
徴とするシート厚識別装置。
【請求項１２】
　前記Ｌ字型変位部材の形状及びサイズは、底面の１辺の長さ≦１１ｍｍの角型で高さ≦
１５ｍｍで厚さ≦２ｍｍ、前記電磁変位センサは、円盤状コイル部と駆動ＩＣチップ部の
２部品で構成され、前記円盤状コイル部の形状及びサイズは、直径≦１５ｍｍで厚さ≦１
ｍｍ、前記ＩＣチップ部の形状及びサイズは、封止用樹脂部を含めて１辺の長さ≦４ｍｍ
の角型で厚さ≦１．４ｍｍの樹脂で固められていることを特徴とする請求項１１に記載の
シート厚識別装置。
【請求項１３】
　前記Ｌ字型変位部材は、前記軸受けに、変位方向に対して前記Ｌ字型変位部材の取り付
け位置を可変固定可能とされ、
　前記Ｌ字型変位部材の底面が変位方向と直交する向きに前記Ｌ字型変位部材と当接しな
がらスライドさせて前記Ｌ字型変位部材の底面と前記電磁変位センサとの間のギャップの
調整を一つのスペーサで１次元的に行うことを特徴とする請求項１１に記載のシート厚識
別装置。
【請求項１４】
　前記変位部材を前記軸受けに固定した後、変位方向に対する前記変位部材と前記変位セ
ンサとの位置調整を変位センサホルダー側にて行うことを特徴とする請求項１１～１３の
いずれかの項に記載のシート厚識別装置。
【請求項１５】
　前記シート材搬送ローラ対は、ローラ中央部から端部にかけて太鼓状のクラウン形状を
有することを特徴とする請求項１～１４のいずれかの項に記載のシート厚識別装置。
【請求項１６】
　シート材に画像を形成する画像形成装置において、
　前記シート材の厚さを識別するための請求項１～１５のいずれかの項に記載のシート厚
識別装置を備えており、
　前記シート材搬送ローラ対は、搬送されたシート材の先端部を画像形成前に整列させる
ため、又は、画像形成速度に応じて一定量ずつシート材を搬送させるために設けられた画
像形成装置内部の画像形成工程前のシート材搬送ローラ対であり、
　前記画像形成装置は、記憶手段を有し、検知したシート材の厚さ情報を基に予め前記記
憶手段に記憶させたシート材の厚さ情報と画像形成条件の対応テーブルから画像形成制御
条件を選択し、シート材が前記画像形成工程前のシート材搬送ローラ対を通過した後の画
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像形成条件を変更することを特徴とする画像形成装置。
【請求項１７】
　前記画像形成装置は、像担持体に静電潜像を形成し、前記静電潜像を現像剤としてトナ
ーを用いて現像してトナー像となし、前記トナー像を前記シート材に記録する画像形成手
段と、前記シート材の上のトナー像を定着する定着手段とを備えた電子写真方式の画像形
成装置であり、
　前記画像形成装置は、予め前記記憶手段に格納されたシート厚と、定着温度、定着速度
及び定着間隔の各定着条件との相関テーブルとを有し、前記シート材搬送ローラ対として
レジストローラ対を用い、前記レジストローラ対において検知したシート材の厚さ情報を
基に、前記相関テーブルに従って前記定着手段の定着温度、定着速度及び定着間隔を制御
することを特徴とする請求項１６に記載の画像形成装置。
【請求項１８】
　前記画像形成装置は、現像剤としてインクを用い、前記インクを吐出してシート材に記
録するインクジェット方式の画像形成装置であり、
　前記画像形成装置は、予め前記記憶手段に格納されたシート厚と、インク吐出量及び画
像形成速度の各画像形成条件との相関テーブルとを有し、前記シート材搬送ローラ対とし
てピンチローラ対を用い、前記ピンチローラ対において検知したシート材の厚さ情報を基
に、前記相関テーブルに従ってインク吐出量及び画像形成速度の各画像形成条件を制御す
ることを特徴とする請求項１６に記載の画像形成装置。
【請求項１９】
　前記画像形成装置は、現像剤としてインクリボンを用い、前記インクリボン上のインク
をサーマルヘッドを用いて前記シート材上に熱転写させる熱転写方式の画像形成装置であ
り、
　前記画像形成装置は、予め前記記憶手段に格納されたシート厚と、熱転写電力、熱転写
速度及び熱転写間隔の各画像形成条件との相関テーブルとを有し、前記シート材搬送ロー
ラ対として熱転写工程前の前記シート材搬送ローラ対を用い、前記シート材搬送ローラ対
において検知したシート材の厚さ情報を基に、前記相関テーブルに従って熱転写電力、熱
転写速度及び熱転写間隔を制御することを特徴とする請求項１６に記載の画像形成装置。
【請求項２０】
　前記画像形成装置は、画像形成工程前にシート材の表面粗さを識別するシート材表面粗
さ検知手段と、予め前記記憶手段に格納されたシート材表面粗さ及びシート厚と、各画像
形成条件との相関テーブルとを有し、前記シート材搬送ローラ対において検知したシート
材の厚さ情報と前記表面粗さ情報を基に、前記相関テーブルに従って各画像形成条件を制
御することを特徴とする請求項１６～１９のいずれかの項に記載の画像形成装置。
【請求項２１】
　前記シート材表面粗さ検知手段は、圧電素子と板金プローブで構成されてシート材表面
の摩擦抵抗を圧電信号に変換して検知する圧電接触式センサであり、前記圧電接触式セン
サは平坦なシート材搬送路に設けられ且つプローブ周辺にシート材押さえ手段を有するこ
とを特徴とする請求項２０に記載の画像形成装置。
【請求項２２】
　前記シート材表面粗さ検知手段は、圧電素子と板金プローブで構成されてシート材表面
の摩擦抵抗を圧電信号に変換して検知する圧電接触式センサであり、前記圧電接触式セン
サが設定されるシート材搬送路にシート材をループさせるループ形成手段が設けられてい
ることを特徴とする請求項２０に記載の画像形成装置。
【請求項２３】
　前記画像形成装置は、前記シート材を給紙部と同一側にＵターン排紙させるフェースダ
ウン排紙部と、給紙部と逆側にストーレート排紙させるフェースアップ排紙部との２通り
の排紙部とを有し、
　使用者が前記画像形成装置を前記フェースダウン排紙部に前記シート材を排紙させる設
定で使用し、且つ、前記シート厚識別装置が使用中のシート材がＵターン排紙不可能な厚
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さであることを検知した際、前記シート材の搬送を停止し、使用者に使用中のシート材が
フェースアップ排紙部に排紙させるべきシートであることを通知することを特徴とする請
求項１６～２２のいずれかの項に記載の画像形成装置。
【請求項２４】
　前記画像形成装置は、前記シート材を給紙部と同一側にＵターン排紙させるフェースダ
ウン排紙部と、給紙部と逆側にストーレート排紙させるフェースアップ排紙部とのいずれ
かの排紙部に排紙方向を切り替える排紙方向切替手段とを有し、
　前記シート厚識別装置が使用中のシート材をＵターン排紙が不可能な厚さであると検知
した場合、前記排紙方向切替手段によって使用中のシート材をフェースアップ排紙部に排
紙させることを特徴とする請求項２３に記載の画像形成装置。
【請求項２５】
　前記シート厚識別装置は、前記シート材が２枚以上重なって搬送された場合に使用者に
異常を通知する重送通知手段を有し、
　２枚以上のシート材を連続搬送して使用する際、１枚目のシート材の厚さを検知してか
ら２枚目以降のシート材の厚さ検知時に所定値以上のシート厚を検知した際に前記シート
材が重送していると判断して以後の処理工程を中断して装置を停止すると共に前記重送通
知手段を動作させて使用者に重送を通知するか、１枚目のシート材の厚さを検知してから
２枚目のシート材の厚さ検知時に所定値以下のシート材厚を検知した際に１枚目のシート
材が重送していたと判断して前記重送通知手段を動作させて使用者に１枚目のシート材に
重送があったことを通知するかのいずれかの形態で使用者に重送を通知することを特徴と
する請求項１６～２４のいずれかの項に記載の画像形成装置。
【請求項２６】
　前記シート厚識別装置は、２枚目以降のシート材の厚さ検知時に重送を検知した場合、
重送時の信号とそれ以前に搬送されたシート材の厚さ検知時の信号の比を演算して重送枚
数を使用者に通知するか、１枚目のシート材の重送を検知した場合、１枚目の重送時の信
号と２枚目に搬送されたシート材の厚さ検知時の信号の比を演算して重送枚数を使用者に
通知するかのいずれかの形態で使用者に重送枚数を通知することを特徴とする請求項２５
に記載の画像形成装置。
【請求項２７】
　シート材とされる原稿を読み取る画像読み取り手段を有する画像読取装置において、
　前記画像読み取り手段へと搬送される前記原稿の厚さを識別するための請求項１～１４
のいずれかの項に記載のシート厚識別装置を備えており、
　前記シート材搬送ローラ対は、前記原稿を前記画像読み取り手段へと搬送するために設
けられた原稿搬送ローラ対であり、
　前記原稿が２枚以上重なって搬送された場合に使用者に異常を通知する重送通知手段を
有し、２枚以上の原稿を連続搬送して使用する際、１枚目の原稿の厚さを検知してから２
枚目以降の原稿の厚さ検知時に所定値以上の原稿厚を検知した際に前記原稿が重送してい
ると判断して以後の処理工程を中断して装置を停止すると共に前記重送通知手段を動作さ
せて使用者に重送を通知するか、１枚目の原稿の厚さを検知してから２枚目の原稿の厚さ
検知時に所定値以下の原稿厚を検知した際に１枚目の原稿が重送していたと判断して前記
重送通知手段を動作させて使用者に１枚目の原稿に重送があったことを通知するかのいず
れかの形態で使用者に重送を通知することを特徴とする画像読取装置。
【請求項２８】
　前記シート厚識別装置は、２枚目以降の原稿の厚さ検知時に重送を検知した場合、重送
時の信号とそれ以前に搬送された原稿の厚さ検知時の信号の比を演算して重送枚数を使用
者に通知するか、１枚目の原稿の重送を検知した場合、１枚目の重送時の信号と２枚目に
搬送された原稿の厚さ検知時の信号の比を演算して重送枚数を使用者に通知するかのいず
れかの形態で使用者に重送枚数を通知することを特徴とする請求項２７に記載の画像読取
装置。
【請求項２９】
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　前記シート厚識別装置は、前記シート材の検知厚さが装置の使用限度を超える厚さであ
った場合、装置を停止すると共に使用者に使用中のシート材が使用限度を超える厚さであ
ることを通知することを特徴とする請求項１～１５のいずれかの項に記載のシート厚識別
装置。
【請求項３０】
　前記シート厚識別装置は、前記シート材の検知厚さが装置の使用限度を超える厚さであ
った場合、装置を停止すると共に使用者に使用中のシート材が使用限度を超える厚さであ
ることを通知することを特徴とする請求項１６～２６のいずれかの項に記載の画像形成装
置。
【請求項３１】
　前記シート厚識別装置は、前記シート材の検知厚さが装置の使用限度を超える厚さであ
った場合、装置を停止すると共に使用者に使用中のシート材が使用限度を超える厚さであ
ることを通知することを特徴とする請求項２７又は２８に記載の画像読取装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５７】
　第３の本発明によれば、固定ローラと変位ローラのニップ部にシート材を挟持させて搬
送するシート材搬送ローラ対と、
　導電材のＬ字型変位部材と、
　前記Ｌ字型変位部材を、前記変位ローラの軸方向の少なくとも片側端部に前記Ｌ字型変
位部材の底面が前記変位ローラの変位方向と直交する向きに取り付け可能な軸受けと、
　前記Ｌ字型変位部材と所定のギャップを隔てて平行な対向面を備えた変位センサホルダ
ーを介して前記固定ローラを保持する固定ローラ保持部材に固定される変位センサと、
　を有し、前記変位センサは、平板コイルと発振回路内蔵ＩＣからなる平板状電磁変位セ
ンサであり、シート材の厚みに応じて前記軸受けと共に変位する前記Ｌ字型変位部材に前
記平板コイルから発振される電磁波によって電流を誘起し、変位距離に応じて変化する誘
導電流強度に依存して変化する発振周波数変化を基にシート材の厚さを識別することを特
徴とするシート厚識別装置が提供される。
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